『ﾉﾙｳｪｲの森』における｢ように｣の翻訳研究 -異なる翻訳者はどう表現したか- by 田中 誠 & Makoto TANAKA
『長崎国際大学論叢』　第１１巻　２０１１年３月　９頁～２０頁
9
『ノルウェイの森』における「ように」の翻訳研究
―異なる翻訳者はどう表現したか―
田　中　　　誠
（長崎国際大学 人間社会学部 国際観光学科）
Translation Studies on the Usage of“youni”in Norwegian Wood : 
How Different Translators Put them into English
Makoto TANAKA
（Dept. of International Tourism, Faculty of Human and Social Studies,
Nagasaki International University）
Abstract
This paper explores how two translators, i.e. Alfred Birnbaum and Jay Rubin, put the Japa-
nese expressions of“youni”into the English counterparts in Norwegian Wood, focusing on the exam-
ples of‘appearance similarity’ of“youni”in Japanese in the same way as Tanaka（２０１０）. 
Throughout this exploration, the differences in frequencies of each item of‘appearance similarity’ 
are compared in two translated versions.
The results of the Chi-squared test with Yates’s correction indicate statistically significant dif-
ferences between the frequencies of the two translations in the following items belonging to‘ap-
pearance similarity’ :  phrases containing“as if,”  phrases containing“past participle,” and 
“no counterpart translation.”　Under the category of‘appearance similarity,’ there are three sub-
categories, which are‘metaphor,’‘manner,’ and‘equality.’　As for each item of these three sub-
categories, the results of the Chi-squared test with Yates’s correction indicate statistically signifi-
cant differences between the frequencies of the two translations in the following items : “no coun-
terpart translation”belonging to‘manner,’  phrases containing“like”belonging to‘equality,’ 
and  phrases containing“as”belonging to‘equality.’
In addition, the translations of sentences with the‘similarity youni’ are carefully given 
consideration.　In particular, distinguishing instances such as‘youni＋reporting verb,’‘reporting 
verb＋youni,’‘like,’‘as,’‘as if,’ and other features are examined.
Key words
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要　旨
本稿では、Alfred Birnbaum と Jay Rubin という二人の翻訳者の手による『ノルウェイの森』の英
語への翻訳において「ように」を含む表現がどのように処理されているのか、特に類似事態の用法を中
心に、田中（２０１０）と同様に丹念に用例をみていく。その際に、２　 つの翻訳作品における該当する類似
事態の用例の頻度に関して考察を行った。両翻訳間の類似事態の用法に関するそれぞれの頻度につい
て、イェイツの連続補正をしたカイ二乗検定を行ったところ、as if と「過去分詞」を含む用例と「翻訳
対応箇所なし」の事例において、有意差がみられた。類似事態の下位分類には、比喩、様態、同等の３
つの範疇があるが、そのうち、様態用法における「翻訳対応箇所なし」と同等用法における like を含む
用例と as を含む用例で、両翻訳間の頻度に関して、イェイツの連続補正をしたカイ二乗検定を行ったと
ころ、有意差がみられた。
次に、特に特徴的なものとして、「ように＋伝達動詞」の用例、「伝達動詞＋ように」の用例、like の
用例と as の用例、as if の用例、その他の特徴などについて考察を加えている。
キーワード
翻訳研究、文体研究、類似事態、パラレルコーパス
　は じ め に
翻訳研究はまだ新しい研究分野である。基礎
データの構築のため、田中（２００９）では、村上
春樹の『風の歌を聴け』、田中（２０１０）では、
村上春樹の『ノルウェイの森』に関して、日本
語の「ように」という表現にしぼって、それが、
どのように日本語では使用されているのか、ま
た、英語に翻訳される際には、どのような表現
が使用されているのかを考察した。
今回も「ように」という表現にターゲットを
しぼって、田中（２０１０）で考察した翻訳者 Al-
fred Birnbaum とは異なる翻訳者 Jay Rubin 
の手による『ノルウェイの森』の英語への翻訳
の表現を Birnbaum 翻訳と比較しながら考察
を加えていきたい。２　 人の翻訳者は共に、複数
の村上作品を翻訳しており、村上春樹の文体に
は精通している翻訳者である。
よく知られているように、村上春樹のある状
況を何かになぞらえる喩えの表現は、実に巧み
である。村上自身もこのことは認識しているよ
うで「村上春樹ロングインタビュー」（２０１０）
で以下のように述べている。
僕は分析的な描写や心理的な描写がもとも
とあまり好きじゃないんです。書くのも疲
れるし、読むのも疲れる。だからそういう
ものを回避するために、会話の中にできる
だけ描写を織り込んでいく。コロキアル
（口語的）なものが非常に大事になってきま
す。地の文では説明のかわりになるべくメ
タファーを用いて、パラフレーズを構造的
に積み重ね、描写すべきものごとの多くを
別の何かに預けてしまうというのが、僕の
小説文体の特徴のひとつかもしれません。
そしてあとの部分はなるたけニュートラル
にもっていく。大事なのは「委ねる」とい
う感覚なんです。自分ではやらない。委ね
る。（p. ５４）
　
村上作品では、このような考えのもとメタ
ファー関連の表現はていねいに描写されている
ので、２　 人の翻訳者も、細心の注意を払って喩
えの表現は翻訳しているはずであるし、こだわ
りもあるであろう。この稿では、２　 つの翻訳作
品において「ように」という表現がどのように
英語に翻訳されているのかの考察を行ってい
く。
１．手　順
オ リ ジ ナ ル の 日 本 語 と Birnbaum 翻 訳 の
コーパスはすでに、田中（２０１０）で作成してい
るので、今回はまず Rubin による翻訳の英文
をコンピュータ処理することができるようにす
る作業から行うことにした。コーパス作成に使
用した Rubin 翻訳の版は以下の通りである。
Murakami, Haruki（１９８７）Norwegian Wood. 
Translated by Jay Rubin（２０００）, Vintage 
Books.（１９９０）.
作業の手順としては、まず Rubin 翻訳の作
品をスキャナーで読み取り、文字データに変換
した。そして、それを文ごとに分割していく作
業を行った。この際に、スキャナーから文字
データに変換する際の変換ミスがないかどうか
も一文一文確認した。変換ミスがないという確
認をした後に、以下の版で作成した日本語と 
Birnbaum 翻訳の英語のパラレルコーパスに、
Rubin 翻訳を対応させていった。
Murakami, Haruki（１９８７）Norwegian Wood 
Ⅰ•Ⅱ .　Translated by Alfred Birnbaum
（１９８９）, Kodansha International Ltd.（１９９０）.
村上春樹（１９８７）『ノルウェイの森 上・下』
講談社文庫 （１９９１）．
この対応作業は当然のことながら、日本語、
Birnbaum 翻訳、Rubin 翻訳の３つを揃える必
要があり、一つ一つのブロックを丁寧にすり合
わせていった。この際、もう一度変換ミスがな
いのかの確認を行った。このすり合わせの作業
は、Excel で行ったが、２　 人の翻訳者で文の区
切り方が異なるので、文単位のまとまりとはし
なかった。
このすり合わせ作業後に、データベースとし
て活用するために Access にデータを移して、
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検索が容易にできるようにした。その後、田中
（２０１０）で抽出した「ように」の用例をフィル
タで抽出した。これにより「ように」という日
本語を含む表現を、Birnbaum と Rubin がど
のような英語に翻訳しているのかを並べて見る
ことができるようにした。タグづけに関して
は、今回もタグ付けの必要な分類は行わないの
で、付けることはしなかった。
「ように」の分類は、前田（２００６）の分類に
基づき行っている。まず４つの範疇（類似事
態、結果・目的、思考・知覚内容、命
令・祈願内容）に分類し、の類似事態をさら
に、①比喩、②様態、③同等の３つの下位範疇
に分類してある。本稿では、田中（２０１０）と同
様に、の類似事態を中心に取り扱うことにす
る。
２．用例の頻度に関する結果
Birnbaum も Rubin もどちらも、村上作品
の代表的な翻訳者であり、その２人が別々に翻
訳した『ノルウェイの森』を読んでみて、筆者
は２人の翻訳者の好みの違いが、感覚的にはよ
く理解できたように思うが、それを可能な部分
は実際の数値で明らかにしたい。
まず、表１に２つの翻訳作品の総語数と総文
字数を掲載している。この総語数は、単純にテ
キスト内の語数をワードの文字カウント機能で
数えたわけではない。行またぎの単語などでハ
イフンで区切られた単語は、１　 つの単語として
認識できるように手作業で修正を行った後に、
ワードの文字カウント機能で数えたものであ
る。
両翻訳の総語数を比べてみると、Rubin 翻訳
の方が、Birnbaum 翻訳より５,３９４語多くの語を
用いて翻訳してある。同一作品を翻訳しても、
これだけ総語数の相違がでているのであるか
ら、かなり異なる表現が使用されているという
ことが推測できる。
ここで参考までに、本稿で取り扱う日本語の
表現の頻度について、田中（２０１０）で用いた表
を簡素化して、表２、表３に再掲する。
表２は、『ノルウェイの森』の作品中の「よ
うに」という表現を用法ごとに分類し、その用
例数を示したものである。全３３７例中、２１６例が
類似事態の用例であった。表３は、その２１６例
の類似事態の用例をさらに細かく下位分類ごと
に用例数を調べたものである。これらの表の類
似事態の翻訳表現を中心に順に見ていくことに
する。
ではまず、類似事態の翻訳事例を見てみよ
う。表４は、Birnbaum 翻訳と Rubin 翻訳に
おいて、「ように」という日本語を含む表現が具
体的にどのような英語に翻訳されているのかに
ついて、類似事態の翻訳事例に絞って、その頻
度をまとめたものである。また、両翻訳におい
て、該当表現の頻度に統計的な差があるかどう
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表１　２つの翻訳作品の総語数と総文字数
Rubin 翻訳Birnbaum 翻訳
１２１,１３７１１５,７４３総語数
５１８,１５０５０８,６６９総文字数
表２　「ように」の用法による分類
ノルウェイの森
６４.１％２１６類似事態
２０.５％６９結果・目的
１３.６％４６思考・知覚内容
１.８％６命令・祈願内容
１００.０％３３７合　計
表３　類似事態の下位分類
ノルウェイの森
３４.７％７５比　喩
２５.９％５６様　態
３９.４％８５同　等
１００.０％２１６合　計
（比喩には、「まるで～ように」２１例、「～かのように」
２例、「まるで～かのように」１例を含む。）
かを調べるためにイェイツの連続補正をしたカ
イ二乗検定を行ったので、その p 値も表に示し
ている。
両翻訳において、有意差がみられたものを確
認すると、as if は、χ ２（１）＝３.８６２８、p＝０.０４９４ と
なり、p＜.０５ で、有意差がみられた。「過去分
詞（p. p.）」は、χ ２（１）＝５.０１６１、p＝０.０２５１ とな
り、p<.０５ で、有意差がみられた。また「翻訳
対応箇所なし」は、χ ２（１）＝１３.５３６７、p＝０.０００２ 
となり、p＜.００１ で、有意差がみられた。よっ
て、統計上、Rubin 翻訳では、as if の使用頻度
が Birnbaum 翻訳より高く、「過去分詞」は使用
頻度が少ないことが分かる。また、「翻訳対応
箇所なし」については、表現の方法の違いが影
響していると考えられるが、この要因は、次節
で個々の用例をみる際に、考察することにす
る。
次に表５を見てみる。表５では Birnbaum 
翻訳と Rubin 翻訳における類似事態の下位分
類である比喩用法の翻訳事例の頻度を同様にま
とめている。両翻訳において、それぞれの該当
表現の頻度に統計的な差があるかどうかを調べ
るためにイェイツの連続補正をしたカイ二乗検
定を行ったが、統計的な差は見いだせなかっ
た。
次に表６を見てみる。表６では両翻訳におけ
る類似事態の下位分類である様態用法の翻訳事
例の頻度を同様にまとめている。それぞれの該
当表現の頻度に統計的な差があるかどうかを調
べるためにイェイツの連続補正をしたカイ二乗
検定を同様に行った。両翻訳において、有意差
がみられたものを確認すると、「翻訳対応箇所
なし」が、χ ２（１）＝８.８９４１、p＝０.００２９ となり、p
＜.０１ で、有意差がみられた。この項目は、表
４の類似事態の翻訳事例では、有意差がみられ
たが、下位区分の表５、表７では、有意差は認
められなかった。よって、様態用法の「ように」
を含む翻訳において、対応する翻訳がない傾向
強いことが伺える。
最後に表７を見てみる。表７では両翻訳にお
ける類似事態の下位分類である同等用法の翻訳
事例の頻度を同様にまとめている。両翻訳にお
いて、有意差がみられたものを確認すると、
like は、χ ２（１）＝６.８９９４、p＝０.００８６ となり、p＜
.０１ で、有意差がみられた。as に関しては、
χ２（１）＝４.３５２、p＝０.０３７０ となり、p＜.０５ で、有
意差がみられた。つまり like と as に関しては、
Rubin 翻訳では Birnbaum 翻訳に比べて like 
の使用頻度が低く、as の使用頻度が逆に高い傾
向があるということになる。後でも述べるが、
Rubin は、Birnbaum よりも、as を好んで使用
する傾向が見てとれる。
３．類似事態の翻訳事例の考察
ここでは、田中（２０１０）で考察した Birnbaum 
翻訳で特徴的だと考えられた項目を中心に、そ
れが Rubin 翻訳では、どのように表現されて
おり、また前節でみたそれぞれの項目の有意差
にどのようにつながっているのかを中心に考察
していくことにする。
３.１　「ように＋伝達動詞」の用例
「はじめに」のところで、村上春樹の会話に対
する考え方を引用したが、会話を重要視してい
る村上作品において、話者がどのように発話を
するのか、その状況を分かりやすく表現するこ
とは非常に重要である。そのために、『ノル
ウェイの森』では「～ように言った」のように
伝達動詞を修飾する表現がかなりある。これら
の表現は英語に翻訳するときにどのように処理
されているのであろうか。表８に、両翻訳で、
どのような表現を用いて翻訳されているのかを
まとめてみた。
田中（２０１０）で、Birnbaum 翻訳は２９例中１９
例が「伝達動詞＋主語」あるいは「主語＋伝達
動詞」の後に「ように」が描写している内容を
補足的に表現するパターンを採用しており、
like や as 関連の英語を使用しての表現は合わ
せても３例しかないという特徴がみられること
を考察したが、Rubin 翻訳ではどうであろう
田　中　　　誠
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表４　類似事態の翻訳事例
p 値Rubin 翻訳Birnbaum 翻訳
p＝０.２３８０１８.５％４０２３.６％５１like
p＝０.０４９４*
２８.７％
１０.６％
６２
２３
２０.４％
５.１％
４４
１１as if
as
関
連
p＝１０.５％１０.０％０as though
p＝０.５４１３１.９％４３.２％７as . . . as
p＝１０.９％２１.４％３as . . . as if
p＝０.１２９２１３.９％３０８.８％１９as
p＝０.６８１０.９％２１.９％４（the）same（. . .）as
p＝０.３６８３０.５％１１.９％４same
p＝０.２４６６０.０％０１.４％３so
p＝０.６１５４０.９％２０.９％２否定語 . . . any more/better than
p＝０.３１１８４.６％１０７.４％１６. . . ing
p＝０.０２５１*０.５％１４.２％９p. p.
p＝０.９２１７３９.４％８５４０.３％８７他の表現
p＝０.０００２***６.９％１５０.０％０翻訳対応箇所なし
１００.０％２１６１００.０％２１６合　計
（*は p＜.０５、**は p＜.０１、***は p＜.００１をそれぞれ表す。）
表５　比喩用法の翻訳事例
p 値Rubin 翻訳Birnbaum 翻訳
p＝０.３７６０３４.７％２６２６.７％２０like
p＝０.０９２７
２４.０％
６.５％
１８
１４
１７.３％
８.０％
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６as if
as
関
連
０.０％００.０％０as though
p＝０.４７６５０.５％１１.３％１as . . . as
p＝1０.９％２４.０％３as . . . as if
p＝０.６１２３０.５％１４.０％３as
０.０％００.０％０（the）same（. . .）as
０.０％００.０％０same
０.０％００.０％０so
p＝1１.３％１０.０％０否定語 . . . any more/better than
p＝０.２１１３１.３％１６.７％５. . . ing
p＝０.４７６５０.０％０２.７％２p. p.
p＝０.３２０９３７.３％２８４６.７％３５他の表現
p＝1１.３％１０.０％０翻訳対応箇所なし
１００.０％７５１００.０％７５合　計
（*は p＜.０５、**は p＜.０１、***は p＜.００１をそれぞれ表す。）
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表６　様態用法の翻訳事例
p 値Rubin 翻訳Birnbaum 翻訳
p＝1０.０％０１.８％１like
p＝０.３９１４
１７.９％
１６.１％
１０
９
８.９％
８.９％
５
５as if
as
関
連
p＝1１.８％１０.０％０as though
０.０％００.０％０as . . . as
０.０％００.０％０as . . . as if
０.０％００.０％０as
０.０％００.０％０（the）same（. . .）as
０.０％００.０％０same
０.０％００.０％０so
０.０％００.０％０否定語 . . . any more/better than
p＝０.８０５１１６.１％９１９.６％１１. . . ing
p＝０.０６６６１.８％１１２.５％７p. p.
p＝０.３４４４４６.４％２６５７.１％３２他の表現
p＝０.００２９**１７.９％１００.０％０翻訳対応箇所なし
１００.０％５６１００.０％５６合　計
（*は p＜.０５、**は p＜.０１、***は p＜.００１をそれぞれ表す。）
表７　同等用法の翻訳事例
p 値Rubin 翻訳Birnbaum 翻訳
p＝０.００８６**１６.５％１４３５.３％３０like
４０.０％
０.０％
３４
０
３０.６％
０.０％
２６
０as if
as
関
連
０.０％００.０％０as though
p＝０.４９３３３.５％３７.１％６as . . . as
０.０％００.０％０as . . . as if
p＝０.０３７０*３４.１％２９１８.８％１６as
p＝０.６７７７２.４％２４.７％４（the）same（. . .）as
p＝０.３６３９　１.２％１４.７％４same
p＝０.２４４０.０％０３.５％３so
p＝1１.２％１２.４％２否定語 . . . any more/better than
０.０％００.０％０. . . ing
０.０％００.０％０p. p.
p＝０.０９４２３６.５％３１２３.５％２０他の表現
p＝０.１２９０４.７％４０.０％０翻訳対応箇所なし
１００.００％８５１００.０％８５合　計
（*は p＜.０５、**は p＜.０１、***は p＜.００１をそれぞれ表す。）
か。もちろん Rubin 翻訳でも以下の用例１） の
ように、「伝達動詞＋主語」あるいは「主語＋
伝達動詞」の後に「ように」が描写している内
容を補足的に表現するパターンは見受けられ
る。
Ｍ．「私、約束があるの」と緑が少し首をかし
げるようにして言った。（下 p. １９３）
Ｂ．“I’ve got an appointment,” said Mi-
dori with an abrupt shake of her head.
（Ⅱ p. １９２）
Ｒ．“I have to see somebody,” Midori said, 
cocking her head slightly.（p. ２５４）
ただこの表をみてみると、Rubin 翻訳では、
as if を使用した用例と翻訳対応箇所なしのパ
ターンが目につく。それらの表現が増えた分、
Birnbaum 翻訳で特徴的な「伝達動詞＋主語」
あるいは「主語＋伝達動詞」の後に「ように」
が描写している内容を補足的に表現するパター
ンは減少している。as if に関しては、前節の表
４に関する記述のところで両翻訳の間の使用頻
度に有意差がみられることを考察したが、Ru-
bin 翻訳の as if の使用を好む傾向がここでも観
察される。２
　
 つ用例を挙げておく。
Ｍ．「ここはどこ？」と直子がふと気づいたよ
うに訊ねた。（上 p. ３８）
Ｂ．“Where are we ?” asked Naoko with a 
start.（Ⅰ p. ３９）
Ｒ．“Where are we ?” asked Naoko as if 
noticing our surroundings for the 
first time.（p. ２０）
Ｍ．「あなたって最高ね。そういう考え方で
きるのって」と彼女は感心したように
言った。（下 p. １８４）
Ｂ．“You’re great, you know that ?　Be-
ing able to think that way !” said Mi-
dori admiringly.（Ⅱ p. １８３）
Ｒ．“You’re fantastic, the way your brain 
works,”  she said as if genuinely 
impressed.（p. ２４９）
　
これらの用例のように、as if を用いて翻訳し
ようとするとどうしても語数が多くなる傾向が
みられるので、このことも表１でみた Rubin 
翻訳の方が総語数が多いということの１つの要
因になっていると考えられる。
また、表４で翻訳対応箇所なしの表現も両翻
訳間の使用頻度に有意差がみられることを考察
したが、このパターンは全体では１５例あり、そ
のうち９例が「ように＋伝達動詞」の用例の翻
訳で現れている。Rubin 翻訳を細かくみてい
くと、話者がどのように言うのかということ
を、訳出しないで、前後の文脈や台詞から読者
に読み取ってもらおうという意図が窺える。次
の用例をみてみよう。
Ｍ．「あなた本当においしそうにごはん食べ
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表８　「ように＋伝達勒嗣」の用例の比較
Rubin 翻訳Birnbaum 翻訳
01like
01as  . . . as
41as if
10as though
919S＋V/V＋S,  補足的な表現
67他の表現
90翻訳対応箇所なし
2929合　計
るのねえ」と彼女は感心したように言っ
た。（上 p. １７５）
Ｂ．“You really eat with gusto.　Makes 
everything seem so good,” she re-
marked admiringly.（Ⅰ p. １８１）
Ｒ．“You obviously enjoy your food !” 
said my female companion.（p. ９５）
　
この用例では、Birnbaum 翻訳の方が詳しく
描写している。Rubin 翻訳の方は、感心してい
る様子は台詞の表現で十分伝わると考えたので
あろう。もう一つ用例をみておく。
Ｍ．「君、そのうちに一度入院して頭を開い
て見てもらった方がいいぜ」とあきれた
ように医者が言った。「それからこの病
院の中じゃなるべくエレベーターを使っ
てくれよな。これ以上病人増やしたくな
いから。最近ただでさえ忙しいんだか
ら」（下 p. ７２）
Ｂ．“I’d say you ought to check into the 
hospital and let us have a look-see 
what’s inside that head of yours,” said 
the doctor, completely deadpan. 
“That and you ought to use the eleva-
tors whenever possible.　We can’t 
handle any more stroke patients.　
We’re busy enough as it is.”（Ⅱ p. ７３）
Ｒ．“Incredible.　You ought to come and 
let us open your head one of these days 
to see what’s going on in there.　Do 
me a favor and use the elevators while 
you’re in the hospital.　I can’t afford 
to have any more patients.　I’m way 
too busy as it is.”（p. ９５）
　
この例では、Rubin 翻訳では「あきれたよう
に」だけでなく「医者が言った」の部分も、こ
の３行前に、“What do you do on stairways ?” 
the doctor asked. という台詞があるので、ここ
では訳出されていない。このあたりは、翻訳は
英作文とは違うので、特に会話の翻訳の際に
は、会話を生き生きとしたものにするために翻
訳者も様々な手法を使ってくるので、翻訳者の
文体上の好みが表れやすいように思う。
３.２　「伝達動詞＋ように」の用例
田中（２０１０）では、Birnbaum の翻訳で目に
つく用例の１つに「～が言ったように」のよう
な「伝達動詞＋ように」の用例があることをみ
た。Birnbaum 翻訳では、会話表現では“like 
I said”のように like の使用例が多く、会話では
ない表現では“as I said”のように as の使用例
が多いという大まかな傾向がみられたが、Ru-
bin 翻訳ではどうであろうか。両翻訳の使用状
況を表９にまとめてみた。
　
Birnbaum 翻訳では、次の用例のように like 
は手紙で１例使用されているが、Rubin 翻訳で
は like は書き言葉では使用されずに会話でしか
使用されていない。
Ｍ．前もあなたに言ったように、気長にやる
のがいちばんです。（下 p. ２００）
Ｂ．Like I told you before, these things 
take time. （Ⅰ p. １９８）
Ｒ．As I told you once before, patience is 
the most important thing.（p. ２５８）
　
これは、学習者用の辞書の記述にもあるよう
に、as に比べてどちらかというと like はくだけ
田　中　　　誠
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表９　1ike と as の使用状況の比較
手　紙地の文会　話
Rubin 翻訳Birnbaum 翻訳Rubin 翻訳Birnbaum 翻訳Rubin 翻訳Birnbaum 翻訳
010049like
434542as
001052その他
た表現であることから首肯できる（cf. 田中
（２０１０））。また、Rubin 翻訳では、like の使用例
が Birnbaum 翻訳に比べて５例少なくなって
いる。この減った５例のうち、４　 例が他の表現
を使って翻訳されている。他の表現の翻訳事例
は Birnbaum 翻訳では該当用例２２例のうち、２　 
例しかなかったので、Rubin 翻訳の方がバリ
エーションが多いことになる。実際の用例を２
つみておこう。
Ｍ．「あなたに言われたように、一人で何も
しゃべらずに、頭の中を空っぽにして」
（下 pp. ８５８６）
Ｂ．“Just like you suggested.　Didn’t talk 
to anyone and just emptied my mind.”
（Ⅱ pp. ８６８７）
Ｒ．“I did what you told me, didn’t talk to 
anybody, just let my head go empty.”
（p. １９２）
Ｍ．それで、もしよかったら二人で暮さない
か？　前にも言ったように（下 p. １６６）
Ｂ．Who knows ?　Maybe we could live to-
gether ?　Like we talked about before.
（Ⅱ p. １６４）
Ｒ．How about coming to Tokyo to live 
with me, the way I suggested before ?
（p. ２３８）
３.３　like の用例と as の用例
Rubin 翻訳の like の用例を見ていくと、類似
事態の翻訳事例全体として４０例あり、Birn-
baum 翻訳の５１例に比べると若干少ない印象を
受けるが、表５を見てみると比喩用法の翻訳事
例では逆に Rubin 翻訳では２６例あり、Birn-
baum 翻訳の２０例より６例多くなっている。
Rubin 翻訳のこれらの用例のうち１例を除い
ては、全て“like＋名詞（句）”のパターンをとっ
ており、このパターンは Birnbaum 翻訳と共通
している。like の用例について、両翻訳で差異
が特に大きいのは表７でみたように同等用法の
翻訳である。Rubin 翻訳の１４例のうち、表９で
みた４例以外は、全て“like＋名詞（句）”のパ
ターンである。ここで like の用例数が減ってい
る一方で、as の用例数は表７に表されているよ
うに増えている。Birnbaum 翻訳と Rubin 翻
訳において、like の使用法と as の使用法の違い
は両翻訳者の特徴を表す１つの例であると言え
る。
また、Birnbaum 翻訳では、like の使用され
ている同等用法の用例の中で、just と数量詞の
使用が特徴の１つであったが、Rubin 翻訳で
は、just と共起している用例は１例しかなく、
他の用例では両翻訳者の感覚の微妙な差異が表
れていると考えられる。just と共起している用
例とそうではない用例を１つずつ挙げておく。
Ｍ．親戚の人が見舞いに来てくれて一緒にこ
こでごはんを食べるでしょ、するとみん
なやはり半分くらい残すのよ、あなたと
同じように。（下 p. ７４）
Ｂ．Say some relative pays a visit and we 
come down here together to eat, every-
one leaves half their meal, just like 
you.（Ⅱ p. ７５）
Ｒ．Relatives come to visit and they eat 
with me here, and they always leave 
half their food, just like you.（p. １８６）
Ｍ．そして直子の肩に手をやると、直子はま
るで赤ん坊のように頭をレイコさんの胸
に押しつけた。（上 p. ２０７）
Ｂ．Then, putting her hands on Naoko’s 
shoulders, she let Naoko bury her face 
in her bosom just like a baby.（Ⅰ p. 
２１２）
Ｒ．When she put an arm across Naoko’s 
shoulders, Naoko pressed her face 
against Reiko’s chest like a baby.（p. 
１１３）
　
ここで、Rubin 翻訳の as の用例をもう少し
詳しく見てみたい。同等用法における Rubin 
翻訳は as の使用が１つの特徴となっているが、
それらは Birnbaum の翻訳ではどう表現され
ているかを一つ一つ調べて表１０にまとめたみ
た。
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このように細かくみてみると、やはり Ru-
bin は、Birnbaum が like を用いて表現したと
ころを as を用いて表現している用例が多いこ
とが分かる。用例を２つ挙げておきたい。
Ｍ．僕は前と同じように直子とレイコさんの
部屋に二泊し、前とだいたい同じような
三日間を過した。（下 p. １６４）
Ｂ．Just like before, I stayed at Naoko 
and Reiko’s place.　And just like be-
fore, I was there for three days.（Ⅱ p. 
１６２）
Ｒ．As before, I slept two nights in the 
apartment with Naoko and Reiko, and 
spent three days with them doing 
much the same kinds of things as 
before.（p. ２３７）
Ｍ．そしてキズキ君があなたのことを好き
だったように、私もあなたのことが好き
なのよ。（上 p. ２３６）
Ｂ．And just like Kizuki, I’m fond of you 
in my own way, too.（Ⅰ p. ２４１）
Ｒ．And just as Kizuki loved you, I love 
you.（p. １２９）
３.４　as if の用例
これまで、みてきたように、Rubin は as を 
Brinbaum よりも好んで使用する傾向がみられ
るが、as if も as を含んだ表現でもあり、特に類
似事態の翻訳事例では表４で考察したようにそ
の使用頻度に有意差がみられた。ここでは、
Rubin 翻訳の as if の用例をもう少し詳しくみ
てみたい。類似事態の翻訳事例では、Rubin 翻
訳では２３例で as if を使用しており、as . . . as if 
の２例を含めると２５例となる。Birnbaum 翻訳
ではどうかというと、as if は１１例、as . . . as if は
３例あり、合計１４例が as if 関連の表現というこ
とになる。ここで、どちらでも as . . . as if が用
いられている用例を１つみておこう。
Ｍ．僕は壊れやすいガラス細工を持ちあげる
ときのように両腕で直子の体をそっと抱
いた。（下 p. １６６）
Ｂ．I took her in my arms as delicately as 
if I was holding a piece of fine 
glassware.（Ⅱ p. １６４）
Ｒ．I wrapped my arms around her as 
carefully as if I had been holding a 
work of art delicately fashioned from 
glass.（pp. ２３８３９）
　
このような as if 関連の表現に関して、Ru-
bin 翻訳の該当表現が、Birnbaum 翻訳ではど
う翻訳されているのかを示したのが、表１１であ
る。
表１１の上から２つの項目をみてみると、両翻
訳共に as if 関連の表現を使用した事例は、合計
で８例であることが分かる。よって、Birn-
baum 翻訳の１４例中８例は、Rubin 翻訳と類似
の表現を使用していることが分かる。Rubin 
翻訳では２５例が as if 関連の表現であったので、
Birnbaum 翻訳でも as if 関連の表現が使用さ
田　中　　　誠
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表11　類似事態における Rubin 翻訳の as if 関連
の表現は Birnbaum 翻訳ではどう表現され
ているか2）
6Birnbaum 翻訳で as if
2Birnbaum 翻訳で as . . . as if
1Birnbaum 翻訳で like
3Birnbaum 翻訳で . . . ing 
3Birnbaum 翻訳で p. p.
10Birnbaum 翻訳で「他の表現｣ 
25合　計
表10　同等用法における Rubin 翻訳の as はBirn- 
baum 翻訳でどう表現されているか
10Birnbaum 翻訳でも as
10Birnbaum 翻訳でも like
2Birnbaum 翻訳でも same as
2Birnbaum 翻訳でも same
5Birnbaum 翻訳でも「他の表現｣ 
29合　計 
れている用例を除くと、残りの１７例は別の表現
が使われていることになる。その中で、特に 
Birnbaum 翻訳では . . . ing や過去分詞のよう
な「分詞」で表現されているもので、Rubin 翻
訳では as if 関連の表現を使用している用例が
目にとまる。典型的な用例を１つ挙げておこ
う。
Ｍ．「…レッスンが終ると、私たちケーキを
食べてお話したの」レイコさんはそこで
ふと気がついたように腕時計を見た。
（上 p. ２２８）
Ｂ．“ . . . And after the lessons, we’d have 
cake and talk,” said Reiko, suddenly 
remembering to look at her watch.（Ⅰ 
pp. ２３３３４）
Ｒ．“ . . . After every lesson, we’d have 
some cake and chat.”
          At that point, Reiko looked at her 
watch as if suddenly remembering 
something.（p. １２４）
　
この用例のように、as if を使用してもしなく
てもいいようなパターンの場合に Rubin の方
が as if を使って翻訳したものが、Birnbaum に
比べると少し多いことが、as if の使用頻度に有
意差がみられた要因の１つだと考えられる。
３.５　その他の特徴
Rubin 翻訳と Birnbaum 翻訳の英語を読み
比べてみて気づくその他の特徴として、Rubin 
翻訳の「the way 主語＋（助）動詞」のパターン
をここで取り上げておきたい。この表現は、
Rubin 翻訳で多くみられる表現で、Birnbaum 
翻訳では類似事態の２１６用例のうち１例しかこ
のパターンはなかったが、Rubin 翻訳では、８　 
例あり、特徴的な表現となっている。
参考までに該当表現の頻度に統計的な差があ
るかどうか調べるためにイェイツの連続補正を
したカイ二乗検定を行ったところ、χ ２（１）＝
４.０８５１、p＝０.０４３２６ となり、p＜.０５ で、有意差
がみられた。ただ、８　 例というのはそんなに多
くないという印象を受けるかもしれないが、日
本語の対応を考えずに、「the way 主語＋（助）動
詞」のパターンの英語表現をピックアップして
み る と、Birnbaum 翻 訳 で は３０例 で あ る が、
Rubin 翻訳では５６例もあり、Rubin が好んで使
用している特徴的な表現の１つであると言え
る。用例をみておこう。
Ｍ．そしてもしできることならまた前のよう
に二人で並んで歩いてみたい。（上 p. 
１０６）
Ｂ．And again, if possible, I’d like to take 
a walk side by side with you, like 
before.（Ⅰ p. １０８）
Ｒ．And, if possible, I’d like to go out 
walking with you side by side the way 
we used to.（p. ５６）
４．まとめ
本 稿 で は、Alfred Birnbaum と Jay Rubin 
による『ノルウェイの森』の英語への翻訳に関
して、「ように」という表現の翻訳に的を絞っ
て、特徴的な表現を取り上げ、考察してきた。
村上作品では、ある状況を何かになぞらえる表
現が頻出する。これらの表現を英語で読む読者
にもうまく伝えるためには様々な手法が必要と
なる。その手法は、翻訳者が異なれば、当然異
なるものも多く、表現の違いに表れてくる。
ここでは、これまでの考察を繰り返すことは
しないが、村上作品の類似事態を表す表現は、
読み込めば読み込むほど、巧みに表現されてい
ることを再認識させられる。英語の翻訳に関し
ても、どちらの翻訳者も、オリジナルの文体の
リズムをできるだけ壊さないように巧みに英語
に翻訳している。このような翻訳研究は、これ
を読めばすぐに上手な翻訳ができるという類の
ものではないが、地道にデータの蓄積を今後も
行っていきたい。
注
１）各用例において、Ｍは村上春樹のもとの文章、
『ノルウェイの森』における「ように」の翻訳研究―異なる翻訳者はどう表現したか―
19
Ｂは Birnbaum 翻訳、Ｒは Rubin 翻訳をそれぞ
れ表している。
２）この表の「Birnbaum 翻訳で as if」の項目の数
値の６には Rubin 翻訳では、as . . . as if の表現で
翻訳されていた１例を含む。また、「Birnbaum 
翻訳で as . . . as if」の項目の数値の２には両翻訳
共に as . . . as if の表現で翻訳されていた１例を含
む。
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